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ジオシンセティックスに関する IGS推奨の表記記号

訳;九州大学工学部 林 重徳

まえがき

ジオシンセティックスのための最初の推奨数式表記記号は、 1985年に IGSによって出版された。その後

のヲオシンセティックスの使用と開発の進展に鑑み、 IG S理事会は、最新の条件と実情を反映すべく、

表記記号の改訂を行なう。

本文に含まれる数式表記記号の大部分は、 1985年に出版されたものに基づいている。しかし、最近の使用

を反映して若干の変更および追加を行った。

本冊子の内容における 2つの主要な追加点は、地盤構造物に関する数式記号の章および図表記号の章であ

る。地盤構造物に関する数式記号の章を含むのは、地盤工学における構造要素としてのジオシンセティッ

クスの使用の増加を反映している。図表記号に関する章の内容は、 「工学的な図表において用いられるジ

オシンセティックスの記号は、一貫性と容易に判別されるものでなければならないJとの1G S理事会の
見解を反映している。

この記号リストは、一般記号、ジオシンセティックスに関する特性、流体に関する特性、地盤に関する特

性、地盤構造物に関する特性、およびジオシンセティックスに関する図表記号、の6つの章で構成されて

いる。
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推奨下添え記号

空気または主働(土庄). 

定体積または限界状態.

乾燥状態、直径または設計.

破壊、繊維、フィラメント または終局.

ジオシンセテイヲク材料、例えば、 t はジオシンセティック材料の厚さ.
G 

ジオコンポジット.

ジオコンポジット排水材、例えば、 t はジオコンポジット排水材。CD
の厚さ.

ジオコンポジァト・クレーライナ一、伊jえli、 t目立はジオコンポジット・

クレーライナーの厚さ.

ジオシンセティック侵食防止材料、例えば、 tGECはジオシンセティック
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侵食防止材料の厚き.

ジオグリッド、例えば、 t留はジオグリッドの厚さ.

ジオメンプレン、例えば、 t G副はジオメンプレンの厚さ.

ジオネット、例えば、 t 酬はジオネットの厚さ.

ジオテキスタイル、例えば、 tGTはジオテキスタイルの厚さ.

ジオウオープン、例えば、 t GT..はジオウオープンの厚さ.

ジオノンウオープン、例えば、 t はジオノンウオープンの厚さ.
GTnw 

水平な.

即時の、初期の.

継ぎ目.

固有の、例えば、 T，醐 k は、固有の最大引張強き.
最大の.

最小の.

垂直の(法線の)、番号

受働(土庄)、平面の.

半径.

必要な、要求される.

固体粒子.

飽和.

割線

非排水条件.

鉛直の

水.

水平(平面)直交座標軸.

鉛直(垂直)座標軸

特定のひずみまたは伸び率.
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単位の接頭語

G ギガ=109. 

M メガ =1<r.

k キロ=103 

センチ=10.2• 

ミリ=10.3• 

マイクロ=10.6• 

c 

町、

μ 

メートル

平方メートル.

立方メートル.

ミリメートル=1O.3m. 

マイクロメートル または、ミクロン=10.6 m. 

グラム

ミリグラム=10.3 9 

キログラム=103 9 

メガグラム=1<r g. 

秒.

ニュートン

キロニュートン=103 N. 

パスカル=N1m2

キロノTスカyレ=kNlm2.

メガパスカル =MNlm2.

ジュール =Nm.

テックス=10.6 kg/m = mg/m. 

テナシティー=10.6 Nltex. 

度.

パーセント.

純粋な数.

1.3 



GTおよび∞Dの面内方向の透水係数.

液体に対するGTの(垂直方向)透水性能.
1/1= k / t 
n "T 

液体に対するGTおよび邸Dの(面内方向)通水性

能。=ち tGT・
蒸気流に対する剖の(垂直方向)透気性能

剖の両側の蒸気圧差で創った蒸気移動の割合

③』の面に垂直な方向の蒸気の透気係数.

(mls) 

(S.l) 

LT1 

T1 

k 
p 

v 

零.静止(土庄)または

主軸の方向.

0 

1，2，3 

ひずみまたは

ひずみ速度.

破境時のひずみまたは伸び率.

最大引張り強度時のひずみまたは伸び率.

GTまたはC?Mの引張りカ
(単位幅当りの引張強さ). 

与えられた伸ぴ率 eにおけるGTまたは@叫の

引張り力. 例えば、 T30は30%伸び率におけ

る引張りカ.

破壊時におけるGTまたはC?Mの引張り力.

GTまたは{測の最大引張りカー

GTまたは〈剃の許容引張りカ.

GTまたはC?Mの必要引張り力.

GTまたは@叫の引張りステイフネス.

イ申ぴ率eにおけるGTまたは〈訓の接線引張り

k-n=v-t剖

(m2/s) 

(day/m) 

(days) 

L2T1 

性

TL.1 

T 

特学

e 

1/1' 

カ

k' 
n 

2.3 

面積.

奥行または幅.

直径

深さ

重力の加速度 g=9.8 mls2. 

高き.

長さ.

時間.

速度

体積

機何学および動力学の量記号

(m2) 

(m) 

(m) 

(m) 

(mls2) 

(m) 
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ジオシンセティックスに関する特性2. 

州 1m)

(kNlm) 

(kNlm) 

(kNlm) 

(kNlm) 

(kNlm) 

(kN/m) 
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MT2 
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ジオテキスタイル、ジオメンプレンなどの厚さ.

ジオテキスタイル、ジオメンプレンなどの幅.

畿緩やフィラメントの密度

(単位体積当りの質量). 

単位面積質量.

繊維やフィラメントの直径.

ヤーン、繊維またはフィラメントの線密度.

織布やジオグリッドの関孔(口)面積率

有孔比 (GTの全体積と空隙体積の比) • 

(mm) 

(m) 

(Mglm3) 

(91m2) 

{μm) 

(tex) 

(%) 

性

L 
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スティフネス

GTまたはC訓初期の引張りステイフネス

( &=0%の). 

原点と伸ぴ率 e閑のGTまたはC?Mの割線引張り

スティフネス. 例えばJ目。mは&=0と&= 

30%聞の寄j線引張りスティフネス.

& =n%と&=m%の伸び率聞におけるGTまた

は剖の割線引張りステイフネス.

f申ぴ率 eにおけるGTまたはC?Mの引張り応力

例えば、 0-30は伸び率30%における引張り応力.

(kNlm) 

(kNlm2， kPa) 

4 

似Nlm)

(kN/m) 

MT2 

ML.1r2 

MT2 

MT2 

J; 

Jsec， 

J開 n.m

σ 
e 

GTのnパーセント開孔径 :一般記号

乾式開孔径試験によって測定された nパーセン

ト開孔径、例えば、。由'.d、0車 d ・
しばしば、 AOS試験やEOS試験に対応する.

湿式開孔径試験によって測定された nパーセン

ト関孔径、例えば、。岨W、o
しばしば、 d95やD..試験に対応する.

菌に垂直な方向の透水係数.

3 

(mm，μm) 

(mm，μm) 

(mm，μm) 

(mls) 

性
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水の動粘性係数.

水頭またはポテンシャル.

吐出量(流出量とも言う) :単位時間当りに

一定の断面を通る水量.

吐出速度(流出速度). 

動水勾配.

単位体積当りの浸透力(有子L材の固体要素に流

体の作用によって生じる物体力). 

J=I Yw' 

(kg/ms) 

(哨)

(kNIm3) 

(m) 

(m3/s) 

ML・'r'

ML.2r2 

L 

L3ア1

Lr' 

TJw 

流れ特性

V

・I
・-

h 

Q 

3.2 

土粒子の密度(固体粒子の質量と体積の比). 

土粒子の単位体積重量(固体粒子の単位体積当

りの重量). ys=psg. 

土粒子の直径-

nノ竜一セント柱径(通過質量nパーセントに相

当する粒子の直径). 

均等係数. Gu=d，即 Id10

地盤に関する特性

土粒子および粒度

ML -3 (Mg/m3) 

ML.2T2 似Nlm3)

(μm，附n)

{μm，附羽)

C 
u 

土の密度(土の全体の質量と体積の比). 

土の単位体積重量(土の全体の重量と体積の

比). y=pg. 

土の乾燥密度(国体粒子の質量と土の全体

積の比). 

土の乾燥単位体積重量(毘体粒子の重量と土の

全体積の比). Y d =Pd g. 

土の飽和密度(完全に飽和した土の全質量と全

体積の比). 

土の飽和単位体積重量(完全に飽和した土の

金重量と全体積の比). y sat =Psat g. 

水浸した土の密度(土と水の密度の差)

p・=P-pW' 

(Mg/m3) 

似N加3)

(Mg/m3) 

付.vm3)

L 

L 

物理特性

4.1.1 

Ps 

y. 

d 

d 
n 

土の密度

ML -3 

ML.2r2 

ML -3 

ML -2T2 

4. 

4.1 

4.1.2 

p 

y 

Pd 

Yd 

GTまたはG.1の最大引張り応力.

破壊時におけるGTまたは〈測の引張り応力

GTまたはG.1の弾性係数.

初期接線係数 (Jjを見よ). 

伸ぴ率 eにおける緯線係数 (J.を見よ). 

原点と伸ぴ率 e 間の割録係数 (JSIIC • を見よ) . 

GTまたは@叫のポアソン比

ヤーンのテナシティー(ヤーンの強きとその線

密度の比). 

GTまたは倒の力学的効率(最大強さと単位面

積質量の比)

引張り試験において測定されたGTまたは{訓の

破壊荷重(注意;引張り試験が明記されなけれ

ばならない). 

GTまたは倒の最大引張りカ(注意;引張り試

験が明記されなければならない). 

グラプ試験において測定されたGTまたは@叫の

破断力(注意;グラプ試験が明記されなけばな

らない). 

静的パンクチャー試験におけるGTまたは@叫の

破断力(注意;静的パンクチャー試験が明記さ

れなければならない). 

引裂き試験におけるGTまたは倒の破断力(注

意;引裂き試験が明記きれなければならない).

動的引裂き試験におけるGTまたは剖の穿孔

抵抗(主主意;ヲ|裂き試験が明記されなければ

ならない). 

GTまたはG.1の破裂圧力(注意;破裂試験が明

記きれなければならない). 

衝撃試験において測定されたGTまたは倒の抵

抗エネルギー(注意;衝撃試験が明記されなけ

ればならない). 

体Nlm2，伊a)

似Nlm2，kPa) 

似Nlm2， kPa) 

似Nlm2，kPa) 

似Nlm2， kPa) 

体Nlm2，kPa)

(N/tex) 

ML"r2 

ML"r2 

M仁'r2
ML"r2 

ML・'r2
ML"r2 

M'J-1 

副

河

T

m

f

e

踊
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(N，kN) 

(N，kN) 

(N，kN) 

(N，刷)

(多様)

MLr2 

MLr2 

MLT.2 

MLr2 

~ GT 

F 
max 

F 
G 

F 
P 

Fj 

ドー-
CJ") 

(N，kN) 

供Nlm2，kPa)

(の

(mm) 

MLr2 

ML・'r2

ML2T.2 

L 

F T 

O 
t 

Ps 

~ 

(Mg/m3) ML -3 p一割

体Nlm3)ML.2r2 流体に関する特性3. 

6 

(Mg/m3) ML -3 

γ輔

p 水の密度(単位体積質量). 

水の単位体積重量.

5 

(Mg/m3) 

州1m3)

ML -3 

ML・2r2

物理特性

Pw 

yw 

3.1 



y ML-2r-2 似Nlm3) 水浸した土の単位体積重量(土と水の単位体積 4.4 力学特性

重量の差). 'y '= 'y - 'y w = p' g . 
4.4目1 圧縮ひずみ状態の土の挙動

4.1.3 土中の間隙および水
E ML-'T2 (MNlm2， MPa) 変形係数(一定周圧の下で与えたある方向の

e 十) 間際比(間際の体積と固体粒子の体積の比) 垂直応力変化と同一方向のひずみ変化の比). 
n (%) 間隙率(間隙の体積と土の全体積の比). 

JI (-) ポアソン比(一軸応力下の軸ひずみの変化と
w (%) 含水比(間隙水の質量と国体粒子の質量の比). これに直交するひずみの変化との比). 

S， (%) 飽和度(間隙!Jj(の体積と間隙の体積の比). K' ML-'T2 (MNlm2， MPa) 体積弾性係数 K'=E/(3・6JI) 
G' ML" r-2 (MNlm2， MPa) せん断弾性係数 σ~ =E /(2+2 JI). 

4.1.4 土のコンシステンシー
s 

(%) 液性限界(標準室内試験で決定される、練返し
k. ML・2T2 似Nlm3) 地盤反力係数(地盤に置いた剛板の鉛直応力の

WL 

た土の液状態と塑性状態の境界の含水比). 
変化と対応する鉛直沈下量の比). 

Wp (%) 塑性限界(標準室内試験で決定される、練返し
Cc {う 圧縮指数(片対数上の正規圧縮曲線の傾き). 

た土の塑性状態と半国体状態の境界の含水比).
c. L2T' (m2/s) 圧密係数

Ws (%) 収縮限界(土の体積減少をもたらすことのない T. 十) 時関係数、九=tc/d2ここにtは時間、 dは排

最大の含水比). 水距離である.

Ip (%) 塑性指数(液性限界と塑性限界の差). P'c ML"T2 (kNlm2， kPa) 先行圧密圧力(過去において土が受けた最大

I L (%) 液性指数、次式で決定される.(W-wp)/ι 有効土被り圧). 

Ic (%) コンシステンシ一指数、次式で決定される. 4.4.2 せん断ひずみ状態の土の欝動

(WL・W)/ら・
トーー r ML"ア2 。(Nlm2，伊a) せん断強さ T =c+也n世.
-.J 

en司ax (・) 最も緩い状態の間際比(標準室内試験で得られ
TU ML"T2 (kNlm2， kPa) 非排水(会応力)条件下で測定されたせん断

る最大間隙比). 
強さ.T U = Cu + tan o u 

errirJ 十) 最も密な状態の間際比(標準室内試験で得られ
Td ML" r-2 (kNlm2， kPa) 排水条件下で測定されたせん断強さ

る最小間隙比). 

I D (ー) 密度指数(相対密度;Rcとも呼ばれる)ー
T u = Cu+匂no u' 

T ML"T2 (kNlm2， kPa) 有効応力条件下で測定されたせん断強さ.
Ic =(emlVt・e)/(emax-e，，;，，). r・=c' + tan世.

4.2 土中の応力
Tcv ML"T2 (kNlm2， kPa) 排水条件下で測定されたせん断強さ.

s ML"T2 体Nlm2，kPa) 垂直応力. T 町 =c:"+tano'町

σ' ML・'T2 (kNlm2， kPa) 垂直有効応力.tr '=σ -U. c ML-' r-2 (kNlm2， kPa) 粘着力.

σ' 
v 

ML"T2 (kN/m2， kPa) 鉛直方向に作用する垂直有効応力 Cu ML-'T2 似Nlm2，kPa) 非排水条件下で測定された粘着力.

σ' 
h ML・'r-2 似Nlm2，kPa) 水平方向に作用する垂直有効応力. cd ML・，r-2 (kNlm2， kPa) 排水条件下で測定された粘着力.

u ML"r-2 体Nlm2，kPa) 間際水圧 c' ML"r-2 (kNlm2， kPa) 有効応力条件下で測定された粘着力.

T ML・'T・2 (kNlm2， kPa) せん断応力 c' cv ML"T2 (kNlm2， kPa) 有効応力条件下で測定された大ひずみ粘着力

e (%) ひずみ. 戸 (") 土の摩擦角

戸u n 非排水条件下で測定された土の摩擦角

4.3 水理特性
戸d (") 排水条件下で測定された土の摩擦角

k LT・1 (rrv's) 透水係数.

(-) 動水勾配
戸' n 有効応力条件下で測定された土の摩擦角.
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有効応力条件下で測定された大ひずみの土の

摩擦角、限界状態摩篠角とも呼ばれる.

)
 
-{
 

戸cv ジオシンセティックスに関する図表記号

品製

6. 

6.1 

ジオテキスタイル(類). GT 地盤構造物に関する特性5. 

ジオメンプレン(類). 

ジオコンポジット排水材(類)

:南側にジオテキスタイルを用いた.

ジオネット(類). 

ジオグリッド(類). 

2s.芯云ヨ~~

QVI 

GCD 

a 

ジオコンポジット・クレーライナー(類). 

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx 

!:.ZZ22 ..... L..I亡乙乙

。可

GCL 

基礎、斜面または盛土の幅

基礎の深さ、斜面先からの深さ.

壁、斜面または盛土の鉛直高さ.

基礎または盛土の長さ

沈下量

圧密度

水平からの斜面の傾斜角度

州
側
州
側
側
附
・
什

情造物の寸法

E

L

E

L

t

L

B
」

1
」

B

H

L

 

a

D

h叫

L
S
U
β

5.1 

ジオシンセティック表層侵食防止材(類). 

図や表を描く際に、ジオシンセティック材料の役割を明快に表示できるように、次のよ

うな機能を示す記号が用いられる。

########################### 

首E

GEC 

機6.2 
外的作用荷重

Fh MLT20r MT2似NorkNlm)集中水平外力.

F. ML T2 or Mr-2 (刷orkNlm)集中鉛直外力.
q. ML"r2 (kN加 2，kPa) 外的上載荷重

5.2 

例えば、分雌用ジオテキスタイル

一一宮一一一一一

例えば、補強用ジオテキスタイル

--~一一一一一

パリヤー〔遮断〕

排水

表層侵食防止

ろ過

保 護(ジオメンプレンの)

補強

分離

(流体)ロ
u
n
u
t
E
E
r
n
r
n
n
p
o

水平と鉛直応力の比.

主働土圧係数.

静止土圧係数.

受働土庄係数.

壁の付着力(壁面と土の付着力)ー

壁の摩線角(壁面と土の摩擦角). 

)

)

)

 

'
t
'
r
r
r
 
十}

(kNlm2， kPa) 

(" ) 

圧土

k
k
a
k
o
k
p
a
s

5.3 
ドー-
C回

ML・'T2

同一図表における複数の製品

Z
 

E
一

10 

6.3 

全体安全率(通常、極限釣合い法で得られる)

構造物の死荷重に関連する部分係数.

構造物の活荷重に関連する部分係数.

構造物に用いられた材料の強度に関連する部

分係数.

構造的な破壊の経済的要因に関連する部分係

数

ジオシンセティック補強材の引抜き抵抗に関

連する部分係数.

ジオシンセティック補強材のすべり低抗に関

連する部分係数

9 

安全率および部分係数

FS (ー)

4 ・十i
'q (う
仏ー(ー)

(-) 

(ー)

ω 

f n 

f 
p 

'. 

5.4 


